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要旨：がんの発症進展には様々ながん抑制遺伝子が関わるが、その中でもp53
やPTENは特に高い頻度で変異が見つかる重要ながん抑制遺伝子である。さら
に近年では多くのがんで活性化が見つかる転写共役因子YAP/TAZを抑制する
Hippo経路が新たながん抑制経路として注目されている。
本セミナーではこれらのがん抑制遺伝子による発がん制御について基本的な
仕組みから最新の知見まで幅広く紹介する。
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